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Abstract

Radio Frequency Identification (RFID) technology has been greatly paid attention to the product
auto identification for driving Ubiquitous network. The public expectation for RFID is to improve
the security & safety in human daily life rather than the supply chain innovation in industry. The key
factor to expand the adoption of RFID is not the price reduction of tag nor standardization, and the
most important point is to show clear benefit and how its solution meets the customers requirements.

１. ＩＣタグが注目される背景
無線で読み書き可能ないわゆる電子荷札

（タグ）として「モノ」の識別に利用され
るＩＣタグは、RFID（Radio Frequency
Identification）技術にもとづいており、
そのため「ＲＦタグ」「ＲＦＩＤタグ」また
「電子タグ」などとも呼ばれる。このＲＦ
ＩＤ技術は新しい技術という訳ではなく既
に数十年来利用されており、例えば欧州で
は２０年以上にわたり牛の個体識別タグと
して利用されており、身近なところでは車
の盗難防止・イモビライザでも活用されて
いる。

このように従来から利用されている技術
が近年大きく注目される背景には、図１に
示すように、例えば食品の由来来歴をきち
んと知りたい、環境への配慮からリサイク
ルや廃棄において部品まで管理したい、ま
た安心で快適な生活のために新たなセキュ
リティのしくみをつくりたい、など安心・
安全・信頼をより高い次元で求める社会的
要請がある。その中では２００４年１２月
より順次施行が始まった牛肉トレーサビリ
ティ法（通称）など具体的な法制化の動き
もあります。一方、企業では業務効率化、
製品やサービスの付加価値向上など従来課
題に加え、最近では社会的責任の遂行、ブ
ランド維持向上なども必須の課題となって
います。そのため製品・サービスのより緻
密な管理が必要とされます。こうした中、

「モノ」１つ１つの個性を丁寧に把握した
い、というニーズが共通項として顕在しは
じめたといえます。そこへ元々が個品識別
技術であるＲＦＩＤ技術の進展、特に高周
波帯域（UHF 帯、2.45GHｚ等）での実装技
術や小型化・低コスト化・安定供給などが
ようやく広く利用される実用域にまで進展
し、極めて有力な「モノ」の識別手段とし
てクローズアップされはじめたといえます。
おりしも、生活を支える「モノ」が情報発
信しネットワークで繋がるユビキタスコン
ピューティングの潮流とあいまってＩＣタ
グへの期待が高まってきたといえます。

Fig.1 IC タグが注目される背景
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２. ＩＣタグはあくまでツール
ＩＣタグを活用する基本的なしくみは、

ＩＣチップ内のメモリに格納されているデ
ータを専用のリーダライタを用いて無線通
信で読み書きし、そのデータを上位のコン
ピュータシステムで情報として様々に活用
するというものです。ここで IＣチップに
リーダライタと無線通信するためのアンテ
ナを実装したものを一般に「インレット」
と呼び、さらにこのインレットに加工を施
したものを「ＩＣタグ」と呼びます。

Fig.2 様々な ICタグ
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Fig.2 に例を示すようにＩＣタグは用途
に応じて様々な形態があり、特にそのコア
であるＩＣチップの基本特性の違いによっ
てＩＣタグの性質も大きく異なります。典
型的には通信周波数による特性があります。
ＩＣタグで利用される主な周波数は、①
135KHz 以 下 ② 13.56MHz ③ UHF 帯
（860MHz～960MHz）④2.45GHz があり、主
な特性の違いは Fig.3 のようになります。
ＩＣタグとリーダライタが無線通信できる
距離、金属や水分の影響を受けやすいかど
うかなど特性が異なります。また Fig.4 に
示すようにＩＣチップに実装する外部アン
テナの形状も周波数に応じて異なります。
例えば 13.56MHz では一般にループ形状の
アンテナが適していますが 2.45ＧＨｚでは
シンプルな短冊形状のアンテナで、その為
小型化しやすいなどの特徴があります。
この他、ＩＣタグ自身の電源有無の違いも
あります。電源を内蔵しないタイプ（パッ

シブ型）ではリーダライタから受ける電波
の一部をエネルギーとして利用しＩＣチッ
プに格納されているデータの読み書きやリ
ーダライタへのデータ返信を行います。
電源を内蔵するタイプ（アクティブ型）に
比べＩＣタグの無線出力が小さく通信距離
も短くなりますが逆に電源寿命はなく一度
モノに装着すればそのまま利用することが
可能になります。 この他、メモリタイプ
として ROM（読取り専用）、Write Once（１
回のみ書込み可能）、Rewritable（読み書き
可能）、さらに温度センサーや圧力センサー
などの付加機能を有するタグもあります。

Fig.3 周波数で異なるＩＣタグの特性
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Fig.4 インレットアンテナ形状例
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このように基本特性が大きく異なるＩＣ
タグでは、そもそも、どれかひとつが万能
で優れているというものではありません。
最近は少なくなった様ですが、ひところ極
端な例では「ＵＨＦ帯のＩＣタグがあたか
も万能である」かの見方がなされるケース
もありました。ＵＨＦ帯のＩＣタグは話題



であるし通信距離も長い、ということから
来るいわば大は小を兼ねるということなの
かもしれませんが、実際のケースでは通信
距離が長いと一度に多くのＩＣタグが読取
りレンジ内に入ってしまい不都合である等、
逆に距離の長さがデメリットにもなること
もあります。

ここまでＩＣタグだけに着目してその種
類や特性を紹介してきましたが、当然なが
らＩＣタグはあくまで個体識別を実現する
“ツール”のひとつでしかありません。そ
れはコンピュータシステムで利用されるこ
とではじめてツールとしての威力が発揮さ
れるものです。ＩＣタグを活用するユーザ
ーの視点から見れば、ユーザーはＩＣタグ
が欲しい訳ではなくコンピュータシステム
のアプリケーションとしてＩＣタグを活用
し、そこから得るベネフィットのためにコ
ストを負担する訳です。つまり、個々のケ
ース毎にめざす期待やそのアプリケーショ
ンがあり、それら諸条件に照らして適した
ものがその場合の優れたＩＣタグなのです。

３. ＩＣタグ市場の現状
ＩＣタグへの注目、応用に対する気運は

約５～６年前から少しずつ始まり、約３～
４年前辺りから大きなものとなりはじめま
した。特徴的なことはこうした動きが日本
だけのものではなくグローバルにみたとき
もほぼ同じタイミングで世界同時進行的に
インキュベーションしていることです。（Ｉ
Ｃタグそのものは昔から利用されており、
「新たなインキュベーション」といった方
がよいかもしれません）。

ＩＣタグ市場規模としては、ＩＣタグや
リーダライタなどＲＦＩＤ関連ハードおよ
び情報システム、関連サービスなどを含め
て２０１０年には国内で約４０００億円、
グローバルで約１.５兆円ほどになるとみ
ています。現状では国や業界による実証実
験また企業独自の実証実験やパイロット導
入などが多く全体としてみれば未だ立ち上
がりフェーズにあるというのが実情です。
米国におけるウォールマートをはじめとし
た大手小売業によるＩＣタグ活用のケース
も、２００４年頃相次いでＩＣタグ導入を
表明して以降、一気に本格導入というわけ
ではなく、やはり実証実験を通して課題を

クリアしながら段階的に導入を進めている
という状況です。数年来大きな話題が続い
ているわりには、なかなかＩＣタグの利用
が進んでいないのではないかという印象が
あるかもしれません。確かに爆発的に利用
が拡大するまでには至っていませんが、か
といってＩＣタグ活用への取組みがトーン
ダウンしているというわけでもありません。
例えば実証実験の件数でみると、米国の４
５６件をはじめとして英国で１４５件、日
本で１０４件、グローバル全体で実に１４
００件以上（いずれも IDTech,Ltd 調べ 2005
年）もの多くのプロジェクトが進められて
おり、ＩＣタグ活用への期待は国内外問わ
ず依然強いといえます。

ＩＣタグの応用分野としては、「ＩＣタグ
による流通・物流革新」という表現に代表
されるように生産から物流、販売まで企業
間にわたるサプライチェーン業務の合理
化・効率化が有名ですが、ここでは商品の
種類レベルの区別しかできないコード桁数
や複数同時には読取れない、読み取り距離
が短い、など従来のバーコードが抱える限
界をＩＣタグによってクリアし業務効率を
飛躍的に向上させるという期待がその原点
にあります。EPC Global (旧 Auto-ID セン
タとして 1999 年 米国ボストン マサチュ
ーセッツ工科大学に設立)が提唱するコン
セプトもその発想のベースは同じくサプラ
イチェーン改革にあるといえます。バーコ
ードとの対比でＩＣタグを捉えることから、
本来ツールであるはずのＩＣタグがクロー
ズアップされ、バーコードとの単価比較、
複数同時読取り性能、長い読取り距離など
の話題がこれまで先行してきた感がありま
す。経済産業省による「響プロジェクト」
や EPC Global が提唱するＵＨＦ帯ＩＣタグ
についての話題もこうした流れの中から形
成されてきたといえそうです。

ところでＩＣタグの応用分野はサプライ
チェーンに限ったものではありません。Ｉ
ＣタグにはＩＤデータが保持されておりこ
れを「識別子」として利用する発想での応
用があります。真贋識別やアクセスコント
ロール、セキュリティキーとしての応用、
またアミューズメント施設でのメンバーＩ
Ｄ、生活者への情報支援ツール、観光案内
など多岐にわたります。２００５年に開催



された愛知万博では、日立の「ミューチッ
プ」を入場券に搭載いただき多くの方にご
利用いただきました。「ミューチップ」に保
持されているＩＤデータ（「ミューチップ」
ではこのＩＤデータはユニークであり同じ
ＩＤはありません）をキーにして会場への
入場管理としての利用がありましたが、単
にそれだけに留まらず来場者が手にする入
場券にＩＤデータが格納されるのならそれ
を更にうまく利用しよう、ということで応
用が広がりパビリオン入場予約や展示コン
テンツへのアクセス、各種サービスの提供、
またリアルタイム集計処理に連動して状況
に応じたスタッフの最適配置などでも利用
されました。そして入場券の真性チェック
としての利用もありました。

このように、まだ市場規模全体を押し上
げるほど多くはないものの、実際に応用す
るケースは着実に増えつつあります。

４. ＩＣタグ普及に向けて
本格的な普及には、ＩＣタグの単価下落

や規格統一が課題であるとの見方がありま
すが、ＩＣタグの単価下落は本質的な問題
ではありません。ＩＣタグはツールであり
単独で使えるものではなくリーダライタや
上位の情報システムなどがあってはじめて
活用できるもので、これらをまとめてＩＣ
タグ導入コストと捉えたときそのコストを
どのように分担するかが問題となります。
企業間にわたるオープンサプライチェーン
応用では、コスト負担者と利益享受者が必
ずしも一致するとは限りません。米国にお
ける小売大手企業によるＩＣタグ導入では
納入業者に対して商品にＩＣタグをつけて
納めるよう要請するわけですが、これは納
入業者あるいはメーカーなどへＩＣタグお
よび装着、関連作業などのコスト負担を求
めていることになります。その分を商品納
入価格に上乗せできるかといえばそう簡単
ではなく、ましてやＩＣタグを導入するコ
スト負担に見合うベネフィットが納入業者
側には見当たらないということにでもなれ
ば、結局ビジネスのパワーバランスの上に
成立しているモデルということになります。
これは各国各業界の習慣や文化によるとこ
ろが大きく、同じモデルが日本や他の国で

もそのまま成り立つというわけではありま
せん。単にＩＣタグの単価が下がれば解消
するという単純なものではなく、いかに全
体のコスト負担モデルを合意形成するかが
重要なのです。単独の企業で自身のある目
的に対してＩＣタグを導入しそのベネフィ
ットと導入コストを照らして意思決定でき
るモデルもあります。例えば自社の生産工
程効率化、オフィス資産管理など導入コス
トを自身で負担（同時にベネフィットを自
身で享受する）ケースです。（Fig.5）
ここではＩＣタグ単価下落がある程度導入
にはずみをつけるでしょうが、やはり本質
はＩＣタグを含む導入コスト全体を投資す
るベネフィットがあるかどうか、という判
断になります。

Fig.5 ＩＣタグ活用とベネフィット
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規格統一、標準化も普及拡大を促進する要
素のひとつではありますが、規格統一につ
いてはマルチプロトコルリーダライタの進
化により解決していく方向もあり問題では
ありません。また標準化が進めば多くのベ
ンダーが参入し競争原理が働く、そして製
品価格下落という期待もあるでしょうが、
これも先ほどのＩＣタグ単価下落と同じく
コスト負担モデルの観点からみれば本質的
なことではないといえます。

ＩＣタグ普及のカギとなる最も重要なこ
とは、ＩＣタグを活用して得られるベネフ
ィットを企業のベネフィットだけではなく
消費者、生活者のベネフィットとの関係を
明確にして消費者、生活者に認知されるこ
とにあります。企業における合理化、効率



化をめざすだけでなく、そこから消費者に
とっての嬉しさを見出すことが重要になり
ます。例えば製品のリコールが発生した場
合、製品１つ１つをＩＣタグで識別できる
ようにすることで、製品個々の製造情報、
部品情報、流通経路、販売日時、設置場所
等々を迅速に把握でき、購入者への案内や
対策をより素早く実施することも可能とな
り消費者にとって万一の際にも安心できる
ことになります。企業のリコール費用を考
えればＩＣタグ導入コストは大きな負担で
はなく、その結果消費者へのサービス差別
化、信頼獲得など目に見えない価値を考慮
すれば企業にとってのベネフィットは金額
換算すれば相当大きなものとなります。

企業間のオープンサプライチェーン応用
でも各企業それぞれのベネフィットを効率
化・合理化という範疇だけ考えるとなかな
かコスト負担モデルが成立し難くやはり消
費者のベネフィットを併せて見出すことが
重要です。「モノ」のライフサイクルマネー
ジメントの観点でみると、「モノ」にもより
ますが生産から販売までの期間よりも販売
後に消費者が使用する期間の方が圧倒的に
長いということが多々あります。例えば家
電や自動車など部材から製品となり消費者
が購入するまでのサプライチェーンは数ヶ
月かそれよりも短い期間ですが、消費者に
渡った後使用される期間は、数年あるいは
１０年以上といったオーダーになります。
こう考えるとサプライチェーンの範囲のメ
リットよりも消費者使用場面でのメリット
の方がより重要であり潜在的により多くの
メリットがあるといえます。それを明確に
見出した業界、企業からＩＣタグ活用の普
及本格化が始まるといえそうです。

最近、米国で医薬品へのＩＣタグ導入に
よる e-Pedigree システム(医薬品の製造場
所や流通経路を記録する電子履歴システ
ム)構築推進に関して米食品医薬品局（ＦＤ
Ａ）がガイドラインを発表しましたが、こ
れは偽造医薬品が社会問題となりつつあり
消費者の安全というベネフィットが大きな
要因となっています。また国内で（財）ベ
ターリビングが推進しているＩＣタグによ
る住宅部品のトレーサビリティ管理システ
ムでは住宅部品１つ１つにＩＣタグを装着
し部品情報と現場の設置情報を関連づけて

管理するもので、確実な定期点検や適正な
維持管理の向上、またメーカーからのリコ
ール情報への迅速な対応など、生活者のベ
ネフィットにもとづいた応用例ではないで
しょうか。

Fig.6 社会生活を支えるＩＣタグ
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ＩＣタグが当たり前のように活用され普
及浸透することは、我々生活者の視点で見
れば生活スタイルそのものに影響し、これ
はある意味で文化を創造することであると
考えています。企業活動だけでなく人々の
日常生活や公の様々なシーンで活用があり
えます。そしてその目的も効率化、合理化
にとどまらず、消費者のためのメリットを
示すことが重要になります。そして消費者
がそのメリットを認知し期待することがひ
いては社会的要請となりそれがＩＣタグ普
及を大きく進めることとなるのではないで
しょうか。


